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1. セキュリティ＆プログラミングキャンプ 2009は、全国各地から同じ目的を持つ２２

歳以下の方が参加します。団体生活のルールを守り、自分の行動には責任を持ち、

楽しく有意義に過ごしましょう。 

 

2. セキュリティ＆プログラミングキャンプ 2009実施期間中は、主催者の指示および注

意に従って行動しましょう。なお、実施期間中のキャンプ会場外への外出は、特別

な理由がない限りは認めません。 

 

3. セキュリティ＆プログラミングキャンプ 2009実施期間中は、主催者が定めるセキュ

リティポリシー（実施規程-別紙）を遵守して下さい。 

 

4. セキュリティ＆プログラミングキャンプ 2009実施会場と自宅との往復については各

人で十分に注意し、事故やその他のアクシデントに遭わないようにしましょう。 

 

5. セキュリティ＆プログラミングキャンプ 2009実施期間中に参加者に発生した病気や

怪我については、ただちに主催者に報告して下さい。その際、明らかに主催者側に

非があった場合を除いて、治療にかかる費用は参加者側の自己負担となることをご

了承下さい。 

 

6. セキュリティ＆プログラミングキャンプ 2009実施期間中は未成年の参加が多く見込

まれることから、成人の参加者の飲酒および指定場所以外での喫煙を禁止します。 

 

7. セキュリティ＆プログラミングキャンプ 2009参加者は、実施期間中に習得した知識

や技術のみならず、そこで得られた様々な人達との交流の輪を、今後の自分自身の

生活や進路に生かしていけるよう努めましょう。 

 

【注意】 

以上の実施規程（セキュリティポリシー含む）に違反する行為があった場合には、その

場で受講を停止していただくことはもちろん、セキュリティ＆プログラミングキャンプ

2009自体もその時点で中断いたします。場合によっては、来年度以降のキャンプ実施が

出来なくなることもあります。 

 

セキュリティ＆プログラミングキャンプ 2009は、セキュリティやプログラミングに関す

る正しい知識を、正しく使うことを学ぶ場です。全国から選ばれて、この場にいるとい

うことを常に念頭におき、良識を持った行動を心がけてください。 
 



 

 

実施規程-別紙 

 

セキュリティ＆プログラミングキャンプ 2009  セキュリティポリシー 

 

このセキュリティポリシーは、参加者の皆さんの安全を守るため、キャンプの運営を円滑に

行うため、さらにはキャンプが社会的責任を果たすために、参加者の皆さんに守っていただ

く「決まりごと」を記述したものです。 

 

キャンプ参加者はこのセキュリティポリシーをよく読んで理解し、遵守してください。 

 

（１） 許可された場合を除き講義会場には講義に不要なものを持ち込まないこと 

講師が許可した場合を除き、講義に必要のない物品（携帯電話や音楽プレーヤーなどを含む）を持ち込ん

ではいけません。特に電子機器の持ち込みはデータの流出につながる危険性があるため注意が必要で

す。 

 

（２） 許可された場合を除き講義会場に設置してある物品や講義で使用したプログラム／デ

ータを講義会場から持ち出さないこと 

講義によってはウイルスや攻撃ツール等、危険性の高いプログラムやデータを使用します。このようなプ

ログラムやデータは講義会場から決して持ち出してはいけません。 

 

（３） 講義会場内の PC やネットワーク設備等を使用する際は講師の指示に従うこと 

講義会場内にはPCやサーバ、ネットワーク機器などさまざまな設備があります。それらを無断で使用ある

いは変更したり、勝手に構内ネットワークへ接続したりしてはいけません。 

 

（４） 他の参加者などの個人情報を本人の承諾なしに他人に公開しないこと 

キャンプ期間中に他の参加者と積極的に交流することは大いに推奨しますが、そこで知り得た個人情報

を勝手にブログ等で公開してはいけません。 

 

（５） 個人所有の PC を使用する際には必ずウイルス対策を施し、情報漏洩に留意すると共

に、違法行為や迷惑行為は一切行わないこと 

個人所有のPCを持参し自室等で使用する際には、個人の責任において必ずウイルス対策や情報漏洩対

策を行ってください。また違法コピー等の著作権侵害や不正アクセスといった犯罪行為、あるいは他人に

対する迷惑行為については、キャンプ期間中かどうかに関わらず一切行ってはいけません。 

 

（６） 自分達で判断できない場合は実行に移す前に主催者側に必ず確認すること 

思い込みや自分勝手な判断は時として重大事故を引き起こします。少しでも判断に迷った場合は事務局、

講師、チュータに確認するようにしてください。 

 

（７） その他、セキュリティ＆プログラミングキャンプ参加者として相応しくない行為は一切行

わないこと 

キャンプ参加者には他人を尊重すること、安全に配慮すること、そして法律を遵守することが行動基準とし

て求められます。この三つを常に心に刻んでキャンプを過ごしてください。 
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